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今回、私たちは背鰭に毒棘を持つ沖縄産オニダルマオコゼ Synanceia verrucosa の背鰭タンパク質
に由来するレクチンの精製を試み、生物活性を検討した。 
沖縄県沿岸で採集したオニダルマオコゼ３個体の各背鰭毒嚢より毒液をシリンジで採取し、タンパ




Concanavalin A-Sepharose カラムにより分画し、回収した非吸着画分 ConA-I 画分及び吸着画分 ConA-II
画分は共にマイトジェン活性を示した。 
そこで、回収率の高い ConA-I 画分を Phenyl Sepharose CL-4B カラムにより分画した。非吸着画分の
ConA-I-PS-I 画分及び吸着画分 ConA-I-PS-II 画分は共に血球凝集活性をもち、低濃度からマイトジェン







背鰭に毒棘を持つ沖縄産オニダルマオコゼ Synanceia verrucosa の背鰭タンパク質に由来するレク
チンの精製を試み、生物活性を検討した。 
その結果、背鰭タンパク質画分は赤血球凝集活性及びマイトジェン活性を示した。タンパク質画分
を Concanavalin A-Sepharose カラムにより分画し、回収した非吸着画分 ConA-I 画分及び吸着画分
ConA-II 画分は共にマイトジェン活性を示した。 
さらに、回収率の高い ConA-I 画分を Phenyl Sepharose CL-4B カラムにより分画したところ、非吸着
画分の ConA-I-PS-I 画分及び吸着画分 ConA-I-PS-II 画分は共に血球凝集活性を持ち、低濃度からマイト
ジェン活性を示した。また、マイトジェン活性は ConA-I-PS-I 画分より ConA-I-PS-II 画分のほうが強か
った。さらに、ConA-I-PS-II 画分による凝集活性はメチル-α-D-マンノシド及びＤ-マンノースにより特
異的に阻害された。 
以上、オニダルマオコゼの背鰭にはＤ-マンノース結合性レクチンが存在することが示された点にお
いて、本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した。 
なお、外国語１か国語（英語）について試問を行った結果、合格と認定した。 
 
 
 
 
 
 
